
　

〇

◆　概要

　　都市土木において、連通管式沈下計を用いた計測事例は少なくありません。利点は安価であり、設置工事が容易で
　　あるためフレキシブルに設置できます。これまでに温度変化の小さい水盛り式沈下計が開発されていますが、
　　フレキシブルでないことで都市土木では制約されることがあります。そこで連通管式沈下計の登場になりますが、
　　になりますが、ニーズは温度変化の小さいものです。今回、ニーズに応えるべく新しい温度補正方法の紹介です。

◆　温度補正手法
　　　　　　　
　　まず温度補正式を定めます。温度と変化量の関係を統計処理して、補正式Y=aX+bを算出します。Y:変化量　X:温度
　　元の測定値からこの変化量を差し引いたものが温度補正値です。新しい補正は移動平均法を適用します。
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　　　　 連通管式沈下計の新しい温度補正方法について

某施設の1年間を通して

の自然状態の連通管式

沈下計の計測事例です。

1年間の同沈下計の変動

幅は約±2.2㎜でありま

した。温度補正後は、

±1.8㎜程度になりまし

たが、大きくは変わっ

ていないのが分かりま

す。

※生値は温度補正を行わな

い場合の測定値を指します

新しい温度補正方法は、

移動平均法（12h）を適

用したものです。即ち、

従来の温度補正後に12

時間分のデータを平均

して表して移動するも

のです。移動平均法は

技術的に確立された手

法であり、瞬時の動き

（例えば薬注）がない

限り、管理上問題ない

ものと考えます。
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